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平成３１年、近畿管内の自家用電気工作物設置事業場において、屋外の高圧引込みケーブル端

末部で地絡が発生し、保護範囲外であったため波及事故に至るという電気事故が発生しました。 

独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）が調査したところ、当該ケーブルは経過年数約１

４年のＥＭケーブル（EM6600 CE/F、いわゆるエコケーブル）であり、シースの収縮（シュリンク

バック現象）が原因で地絡に至った可能性のあることが判明しました。（写真１～３参照） 

 

ＥＭケーブルは 2000年頃から導入普及が進んでいますが、ＥＭケーブルに用いられるポリエチ

レン系シースは、ビニルシースに比べ製造時の残留応力が大きいことから、比較的収縮しやすい

という特徴があります。特に、太いケーブルや、直線部が長い箇所、日射による温度変化が大き

い箇所では、収縮量が大きくなる傾向がありますので注意して下さい。（図１参照） 

 

シュリンクバック現象による事故発生抑制のため、特にＥＭケーブルの端末部においては、シ

ースストッパー等の対策を講じるよう、ご検討をお願いします。（図２及び写真４参照） 

 

また、日常点検においては、ケーブル端末部におけるテープの巻き乱れや銅テープの露出等に

注意するようお願いします。（写真５参照） 

 

 

 

 

写真１ 波及事故発生現場   写真２ 事故ケーブルの設置状況    写真３ 地絡箇所 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ シュリンクバック現象のメカニズム例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ シュリンクバック対策例      写真４ シュリンクバック抑制対策品の例 

（写真提供：住電機器システム株式会社） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ 外観上の注意点 
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① 日射による温度変化等によりシースが収縮し、 

遮蔽銅テープに引っ張り力が加わる 

②遮蔽銅テープが破断し、充電電流が外部半導電

層を介して非接地側から接地側に強制的に流れる 

③外部半導電層及び絶縁体を徐々に焼損する ④絶縁体が絶縁破壊し地絡する 

シース 

遮蔽銅テープ 導体 
絶縁体 

外部半導電層 
絶縁体 

非接地側 接地側 

焼損 

巻き乱れ 

くびれ 
銅テープ露出 

熱収縮チューブ スプリング式アルミクリート 

端末部で固定 


